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大
槌
町
で
は
、
当
時
の
町
長
以
下
職
員
40
人

が
犠
牲
に
な
っ
た
旧
役
場
庁
舎
が
慰
霊
の
場
に

な
り
、
献
花
に
訪
れ
る
人
の
姿
は
絶
え
間
な
く

続
い
て
い
ま
す
。
古
い
献
花
台
は
折
り
畳
み
式

の
簡
素
な
事
務
机
で
、
雨
ざ
ら
し
の
状
態
で
し

た
。
献
花
台
を
週
2
回
清
掃
し
て
い
る
上
野
ヒ

デ
さ
ん
（
71
）
か
ら
、「
全
国
か
ら
訪
れ
た
人

た
ち
を
、き
ち
ん
と
し
た
献
花
台
で
迎
え
た
い
」

と
伝
え
聞
い
た
五
城
目
町
側
で
、
町
物
産
協
会

会
長
の
佐
々
木
広
志
さ
ん
（
75
）
ら
が
献
花
台

製
作
へ
と
動
き
ま
し
た
。

新
献
花
台
は
高
さ
70
セ
ン
チ
、
幅
1
・
5

メ
ー
ト
ル
、
奥
行
き
90
セ
ン
チ
。
新
た
に
賽さ
い

銭せ
ん

箱
も
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
五
城
目
町
は
「
木
工

の
町
」
と
し
て
知
ら
れ
、
家
具
、
建
具
の
職
人

が
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。
1
カ
月
ほ
ど
か
け
て
仕

上
げ
、
30
万
円
ほ
ど
の
費
用
は
、
町
物
産
協
会

が
負
担
し
ま
し
た
。
上
野
さ
ん
ら
は
、
献
花
台

や
供
え
物
を
風
雨
か
ら
守
ろ
う
と
、
屋
根
付
の

囲
い
を
つ
く
り
ま
し
た
。

7
月
11
日
は
、
あ
い
に
く
の
小
雨
模
様
の

中
、
献
花
台
前
で
除
幕
式
が
あ
り
、
上
野
さ
ん

は
こ
う
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。「
立
派
な
献
花

台
を
あ
り
が
と
う
。
気
持
ち
よ
く
手
を
合
わ
せ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
役
場
で
犠
牲
に
な
っ
た

方
々
に
顔
向
け
で
き
ま
す
」。
五
城
目
町
か
ら

訪
れ
た
10
人
の
町
民
の
方
々
は
、
大
槌
町
の
遺

族
や
老
人
ク
ラ
ブ
、
婦
人
会
の
人
た
ち
と
と
も

に
合
掌
し
ま
し
た
。

　

上
野
さ
ん
は
、
夫
の
強
三
さ
ん
（
当
時
69
）

と
、
一
人
娘
の
町
役
場
職
員
芳
子
さ
ん
（
当
時

33
）を
亡
く
し
ま
し
た
。
強
三
さ
ん
は
自
宅
で
、

芳
子
さ
ん
は
役
場
で
、
そ
れ
ぞ
れ
亡
く
な
っ
た

と
見
ら
れ
て
い
ま
す
。
上
野
さ
ん
は
「
旧
役
場

庁
舎
に
は
、
町
内
外
を
問
わ
ず
多
く
の
人
た
ち

が
訪
れ
て
お
り
、鎮
魂
の
場
に
な
っ
て
ほ
し
い
」

と
話
し
て
い
ま
す
。
住
民
有
志
で
、「
大
槌
町

の
献
花
台
を
見
守
る
会
」（
仮
称
）
を
つ
く
り
、

活
動
し
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

除
幕
式
に
参
加
し
た
五
城
目
町
物
産
協
会
の

佐
々
木
さ
ん
は
「
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら
っ
て

う
れ
し
い
。
五
城
目
町
に
と
っ
て
は
恩
返
し
の

つ
も
り
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

大
槌
町
と
五
城
目
町
は
、
震
災
で
絆
が
で
き

ま
し
た
。

　

2
0
1
1
年
3
月
11
日
。
五
城
目
町
の
お

年
寄
り
一
行
43
人
は
、
旅
先
の
浪
板
観
光
ホ
テ

ル
に
宿
泊
し
、
大
衆
演
劇
一
座
の
芝
居
を
鑑
賞

し
て
い
て
大
き
な
揺
れ
に
襲
わ
れ
ま
し
た
。
全

員
が
、
従
業
員
に
誘
導
さ
れ
、
着
の
身
着
の
ま

ま
で
避
難
を
始
め
ま
し
た
。

　

海
面
か
ら
高
さ
20
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
駐
車
場

が
避
難
場
所
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
津
波

は
ホ
テ
ル
の
2
階
部
分
ま
で
を
水
没
さ
せ
て

迫
っ
て
き
ま
し
た
。
駐
車
場
は
安
全
地
帯
で
は

「
木
工
の
町
」か
ら
新
献
花
台

 �

秋
田
県
五
城
目
町
と
大
槌
を
結
ぶ
絆

20-21 教育委員会だより  城山の風 第 66 号

22-23 まちのお知らせ

24
編集後記

大槌学のすゝめ

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
2
年
4
カ
月
と
な
る
月
命
日
の
7
月
11
日
、
震
災
遺
構
と
し
て
一
部
を
保
存

す
る
方
針
が
決
ま
っ
て
い
る
大
槌
町
の
旧
役
場
庁
舎
前
に
新
し
い
献
花
台
が
で
き
ま
し
た
。
秋
田
県

五ご

城じ
ょ
う

目め

町ま
ち

の
町
民
有
志
が
地
元
産
の
ケ
ヤ
キ
材
で
造
り
、
寄
贈
し
ま
し
た
。
五
城
目
町
と
大
槌
町
は
、

震
災
時
、
旧
浪な

み

板い
た

観
光
ホ
テ
ル
に
宿
泊
し
て
い
た
五
城
目
町
の
お
年
寄
り
た
ち
を
ホ
テ
ル
従
業
員
が

的
確
な
誘
導
で
救
っ
た
こ
と
が
縁
で
、
交
流
が
続
い
て
い
ま
す
。
新
献
花
台
で
両
町
の
絆
は
一
層
、

強
ま
り
ま
し
た
。

10-11 大槌町独自支援事業を
実施します

14 大槌町地域包括支援センターのページ

楽笑高齢者になろう

3 年目の仮設 〜より良き暮らしのために〜

町長随想
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定点観測（2013 年 7 月 20 日、大槌町の城山から）

な
く
な
り
ま
し
た
。
全
員
が
国
道
45
号
を
横
切

り
、
Ｊ
Ｒ
山
田
線
の
線
路
に
よ
じ
登
り
、
さ
ら

に
そ
の
上
の
山
道
を
め
ざ
し
ま
し
た
。
こ
の
こ

ろ
、
ホ
テ
ル
の
社
長
や
料
理
長
は
逃
げ
遅
れ
て

犠
牲
に
な
り
ま
し
た
。
料
理
長
を
助
け
出
そ
う

と
し
た
消
防
団
員
3
人
も
殉
職
し
ま
し
た
。

　

お
年
寄
り
の
一
行
は
、
吉
里
吉
里
4
丁
目
の

町
内
会
が
管
理
す
る
「
若
葉
会
館
」
に
落
ち
着

き
ま
し
た
。
2
晩
を
そ
こ
で
過
ご
し
、
13
日
の

早
朝
に
秋
田
に
向
け
て
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

「
全
員
無
事
」
の
知
ら
せ
が
地
元
に
届
い
た
の

は
、
こ
の
日
の
午
前
10
時
ご
ろ
で
し
た
。「
ホ

テ
ル
は
社
長
以
下
、
犠
牲
者
を
出
し
な
が
ら
、

全
員
の
命
を
守
っ
て
く
れ
た
。
こ
の
ご
恩
を
忘

れ
て
は
い
け
な
い
」

　

五
城
目
町
か
ら
の
「
恩
返
し
」
が
始
ま
り
ま

し
た
。

　

全
員
が
帰
還
し
て
か
ら
3
日
後
、
あ
き
た
こ

ま
ち
2
4
0
キ
ロ
や
衣
類
な
ど
の
救
援
物
資

が
大
槌
町
に
届
け
ら
れ
ま
し
た
。
5
月
に
入

り
、
街
頭
募
金
で
集
め
ら
れ
た
1
6
4
万
円

の
義
援
金
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
五
城
目
町
の
老

人
ク
ラ
ブ
が
浪
板
観
光
ホ
テ
ル
の
従
業
員
を
招

き
、
交
流
会
も
企
画
さ
れ
ま
し
た
。
一
周
忌
を

迎
え
て
灯と
う

籠ろ
う

づ
く
り
が
五
城
目
町
を
あ
げ
て
行

わ
れ
、
2
3
0
個
が
大
槌
町
に
届
け
ら
れ
ま

し
た
。

　

2
0
1
2
年
5
月
に
は
、
大
槌
町
と
五
城

目
町
の
中
間
地
点
の
花
巻
市
に
、
両
町
の
共
同

物
産
店
「
結ゆ
う

海み

」
が
で
き
ま
し
た
。
太
平
洋
に

面
し
た
大
槌
町
、
日
本
海
に
近
い
五
城
目
町
。

互
い
に
隔
た
っ
て
は
い
ま
す
が
、
店
の
名
に
は

友
情
の
絆
を
結
び
、
強
め
合
っ
て
い
こ
う
と
い

う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

8-9 災害公営住宅の
2 次募集を行います

大槌町旧役場庁舎前に設けられた新しい献花台
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学
園
（
仮
称
）」
と
な
り
、
吉
里
吉
里
小
と
吉
里

吉
里
中
は
「
き
り
き
り
学
園
（
仮
称
）」
と
な
る

予
定
で
す
。
い
ず
れ
も
９
学
年
制
の
学
校
で
す
。

　
「
お
お
つ
ち
学
園
」
は
現
在
の
小
中
学
校
の

校
舎
が
一
つ
に
な
る
「
施
設
一
体
型
」
の
小
中

一
貫
教
育
校
で
、「
き
り
き
り
学
園
」
は
、
現

在
の
小
中
学
校
の
校
舎
を
そ
の
ま
ま
利
用
す
る

「
施
設
分
離
型
」
の
小
中
一
貫
教
育
校
に
な
る

予
定
で
す
。

　

２
０
１
３
年
度
か
ら
試
行
期
間
が
始
ま
り
、

多
く
の
試
み
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
７
月
10
日

の
吉
里
吉
里
中
学
校
の
郷
土
芸
能
発
表
会
は
、

「
ふ
る
さ
と
科
」
の
一
環
で
す
し
、
６
月
11
日

に
行
わ
れ
た
大
槌
小
と
大
槌
中
と
の
合
同
避
難

訓
練
も
、
小
中
一
貫
教
育
に
向
け
た
取
り
組
み

で
す
。
訓
練
で
は
、
中
学
校
の
生
徒
が
小
学
校

の
児
童
の
手
を
引
い
て
避
難
し
ま
し
た
。ま
た
、

２
０
１
３
年
度
４
月
の
人
事
異
動
か
ら
、
大
槌

小
と
大
槌
中
、
吉
里
吉
里
小
と
吉
里
吉
里
中
の

教
諭
は
兼
務
で
発
令
さ
れ
た
り
、
小
学
校
の
理

科
や
英
語
の
授
業
で
、
中
学
校
の
教
諭
が
教
え

た
り
す
る
試
み
が
進
ん
で
い
ま
す
。

歩
み
出
し
た

　「
ふ
る
さ
と
科
」

　

大
槌
町
の
吉き

里り

吉き

里り

中
学
校
（
柳
田
正
人
校

長
）
で
７
月
10
日
、
郷
土
芸
能
発
表
会
が
あ
り

ま
し
た
。
地
元
に
伝
わ
る
吉
里
吉
里
鹿し

子し

踊お
ど
り、

吉
里
吉
里
大だ

い

神か
ぐ

楽ら

、
吉
里
吉
里
虎と

ら

舞ま
い

が
、
全
校

生
徒
た
ち
に
よ
り
上
演
さ
れ
ま
し
た
。
大
槌
町

内
の
小
中
学
校
で
２
０
１
５
年
度
か
ら
導
入
さ

れ
る
「
ふ
る
さ
と
科
」
の
一
環
で
す
。

　

吉
里
吉
里
中
学
校
の
生
徒
は
１
年
生
18
人
、

２
年
生
23
人
、
３
年
生
29
人
の
70
人
。
全
員
が

鹿
子
踊
、
神
楽
、
虎
舞
の
い
ず
れ
か
の
演
舞
に

参
加
し
ま
し
た
。発
表
会
で
は
上
演
に
先
立
ち
、

そ
れ
ぞ
れ
の
郷
土
芸
能
の
由
来
が
発
表
さ
れ
ま

し
た
。
例
え
ば
、
虎
舞
は
、
江
戸
時
代
の
豪
商
・

前
川
善
兵
衛
が
、
江
戸
で
大
流
行
し
て
い
た
近

松
門
左
衛
門
の
浄
瑠
璃
「
国
姓
爺
合
戦
」
に
ヒ

ン
ト
を
得
て
始
め
た
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、

「
散
ら
し
囃ば

や

子し

」「
通
り
舞
」「
庭
使
い
」
な
ど

の
演
目
が
あ
る
こ
と
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

調
査
結
果
が
発
表
さ
れ
た
後
、
鹿
子
踊
、
神

ま
し
た
。「
ふ
る
さ
と
科
を
日
本
に
、
世
界
に

発
信
し
て
ほ
し
い
。
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
し

て
、
す
ば
ら
し
い
大
槌
を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
」

  

２
０
１
５
年
度
に

  

小
中
一
貫
完
全
導
入

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
大
槌
町
の
教
育
環
境

は
激
変
し
ま
し
た
。
他
市
町
村
へ
の
転
入
に
伴

う
児
童
・
生
徒
数
減
。
仮
設
設
住
宅
か
ら
の
通

学
。
大
槌
小
、
安あ

ん

渡ど

小
、
赤
浜
小
、
大
槌
北
小

の
旧
４
校
が
統
合
し
、
２
０
１
３
年
４
月
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
た
新
生
大
槌
小
も
、
大
槌
中
も
、

吉
里
吉
里
中
で
挑
ん
だ
郷
土
芸
能

楽
、
虎
舞
の
順
番
で
舞
わ
れ
ま
し

た
。
鹿
子
踊
は
、
赤
と
青
の
衣
装

が
色
鮮
や
か
で
し
た
。
神
楽
は
、

神
楽
衆
に
よ
る
軽
快
な
手
踊
り
が

人
目
を
ひ
き
ま
し
た
。
虎
舞
は
、

舞
台
狭
し
と
暴
れ
ま
わ
る
虎
の
勇

壮
さ
が
印
象
的
で
し
た
。

　

大
勢
の
地
元
の
人
た
ち
や
吉
里

吉
里
小
学
校
の
５
、６
年
生
が
発
表
会
を
鑑
賞

し
ま
し
た
。
演
舞
が
終
わ
る
と
、
３
人
の
小
学

生
が
感
想
を
発
表
し
ま
し
た
。「
虎
舞
が
迫
力

あ
る
踊
り
で
素
晴
ら
し
か
っ
た
」「
自
分
も
中

学
生
に
な
っ
た
ら
稽
古
し
た
い
」

　

発
表
会
は
昨
年
か
ら
始
ま
り
、
今
年
は
２
回

目
。
５
月
末
か
ら
毎
週
金
曜
日
の
５
、６
時
間

目
を
稽
古
に
当
て
て
き
ま
し
た
。
授
業
で
は
地

区
の
人
た
ち
が
指
導
し
、
３
年
生
が
下
級
生
に

教
え
、
技
を
高
め
合
っ
て
き
ま
し
た
。

　

鹿
子
踊
も
、
神
楽
も
、
虎
舞
も
、
古
く
か
ら

仮
設
の
校
舎
で
す
。
大
槌
町
は
、
震
災
後
の
厳

し
い
教
育
環
境
を
小
中
一
貫
教
育
で
乗
り
切
ろ

う
と
し
て
い
ま
す
。

　

小
中
一
貫
教
育
で
は
、
９
年
間
を
「
ホ
ッ
プ

期
」（
１
～
４
年
生
）、「
ス
テ
ッ
プ
期
」（
５
～

７
年
生
）、「
ジ
ャ
ン
プ
期
」（
８
、９
年
生
）
の

３
段
階
に
分
け
ま
す
。
小
学
校
か
ら
中
学
校
に

移
行
す
る
際
の
段
差
を
低
く
し
、「
中
１
ギ
ャ

ッ
プ
」
の
解
消
を
め
ざ
し
ま
す
。「
中
１
ギ
ャ

ッ
プ
」
と
は
、
小
学
校
か
ら
中
学
校
に
進
学
す

る
時
に
、
学
習
内
容
や
生
活
の
リ
ズ
ム
の
変
化

に
な
じ
め
ず
、
い
じ
め
が
増
え
た
り
、
不
登
校

に
な
っ
た
り
す
る
ケ
ー
ス
を
指
し
ま
す
。

　

ま
た
９
年
間
を
通
し
て
、

一
貫
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を

組
む
こ
と
が
で
き
た
り
、
学

習
や
体
力
向
上
に
向
け
て
継

続
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
で

き
た
り
す
る
利
点
が
あ
り
ま

す
。

　

大
槌
町
内
の
小
、
中
学
校

は
、
現
在
、
大
槌
小
、
吉
里

吉
里
小
、
大
槌
中
、
吉
里
吉

里
中
の
４
校
が
あ
り
ま
す
。

　

町
の
小
中
学
校
再
編
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
で
は
、
２
０
１
３

年
４
月
か
ら
小
中
一
貫
教
育

へ
の
試
行
期
間
が
始
ま
り
、

２
０
１
５
年
度
に
完
全
導
入

が
は
か
ら
れ
ま
す
。
具
体
的

に
は
、
２
０
１
５
年
４
月
か

ら
、
大
槌
小
と
大
槌
中
は
小

中
一
貫
教
育
校
「
お
お
つ
ち

地
元
で
継
承
さ
れ
、
吉
里
吉
里
に
あ
る
天あ

ま

照
て
ら
す

御み

祖お
や

神
社
の
例
大
祭
の
際
に
奉
納
さ
れ
て
き
た

舞
で
す
。
親
か
ら
長
男
に
伝
え
ら
れ
る
「
長
子

相
伝
」
に
よ
り
継
承
さ
れ
て
き
た
時
代
も
あ
り

ま
し
た
が
、
少
子
高
齢
化
が
進
み
、
後
継
者
難

に
直
面
し
て
い
ま
す
。吉
里
吉
里
中
学
校
で
も
、

最
多
の
時
で
１
２
０
人
ほ
ど
い
た
生
徒
が
、
現

在
は
70
人
に
落
ち
込
ん
で
い
ま
す
。

　

発
表
会
は
、
中
学
校
の
生
徒
た
ち
に
郷
土
芸

能
に
親
し
ん
で
も
ら
い
、
保
存
、
継
承
し
続
け

て
い
こ
う
と
い
う
地
元
の
人
た
ち
の
思
い
と
、

そ
の
取
り
組
み
を
「
ふ
る
さ
と
科
」
の
実
践
例

に
し
よ
う
と
い
う
学
校
側
の
思
い
が
一
つ
と
な

っ
て
実
現
し
ま
し
た
。

　

２
０
１
３
年
度
か
ら
試
行
期
間
に
歩
み
出
し

た
「
ふ
る
さ
と
科
」
は
、
郷
土
の
歴
史
や
文
化

へ
の
理
解
を
深
め
、
郷
土
愛
や
生
き
る
力
を
育

も
う
と
い
う
ね
ら
い
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

防
災
へ
の
理
解
を
深
め
、
災
害
時
の
判
断
力
、

実
践
力
を
育
て
ま
す
。

　

大
槌
町
を
訪
れ
て
い
た
下
村
博ひ

ろ

文ふ
み･

文
部
科

学
相
は
発
表
会
を
鑑
賞
し
、
こ
う
あ
い
さ
つ
し

　

安
渡
地
区
出
身
。
ワ
シ
ン
ト
ン
日
本
語
学
校

の
校
長
を
務
め
た
後
、
小
鎚
小
、
大
槌
北
小
、

大
槌
小
、
大
槌
中
の
順
で
、
校
長
を
歴
任
。

２
０
０
８
年
４
月
に
教
育
長
に
就
任
、
２
期
目
。

　
「
ワ
シ
ン
ト
ン
で
は
地
域
の
人
た
ち
が
一
緒

に
な
っ
て
教
育
計
画
が
作
ら
れ
、
運
営
さ
れ
て

い
る
点
が
印
象
的
で
し
た
。
日
本
で
は
、
や
や

も
す
れ
ば
、
教
育
は
プ
ロ
集
団
に
任
せ
て
い
る
、

学
校
に
子
供
を
預
け
て
い
る
、
と
い
っ
た
感
覚

が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
小
中
一
貫

教
育
で
は
、
地
域
に
開
か
れ
、
地
域
の
人
た
ち

と
共
に
つ
く
っ
て
い
く
学
校
を
め
ざ
し
ま
す
」

　
「
防
災
教
育
を
重
視
し
ま
す
が
、
東
日
本
大

震
災
前
の
大
槌
の
歴
史
、
伝
統
、
自
然
、
経
済

を
学
び
、
継
承
し
て
い
こ
う
と
す
る
子
供
た
ち

を
育
て
ま
す
。
賢
く
、
明
る
く
、
た
く
ま
し
い

だ
け
で
は
な
く
、
ま
ち
づ
く
り
に
関
わ
る
生
き

方
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
学
校
教
育
も
そ
の

使
命
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
津
波
で

多
く
の
も
の
を
失
っ
た
け
れ
ど
、
先
達
た
ち
が

営
々
と
築
い
て
き
た
歴
史
、
文
化
、
伝
統
が
あ

る
。『
ふ
る
さ
と
科
』
で
は
、
そ
の
精
神
風
土

を
学
び
、
未
来
に
、
つ
な
ぐ
役
割
を
期
待
し
て

い
ま
す
」

大
槌
町
教
育
委
員
会
教
育
長

�

伊い

藤と
う 

正し
ょ
う

治じ 

氏
（
64
）

郷土芸能発表会の最後に感想を述べる
吉里吉里小学校の児童

上は吉里吉里鹿子踊、下は吉里吉里大神楽

吉里吉里虎舞

　
「
ふ
る
さ
と
科
」。
大
槌
町
内
の
小
、
中
学
校
で
、
全
国
に
例
を
見
な
い
取
り
組
み
が

進
ん
で
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
に
、震
災
で
失
わ
れ
た
郷
土
を
見
つ
め
直
し
て
も
ら
い
、

復
興
へ
の
力
に
し
た
い
。
２
０
１
５
年
4
月
に
完
全
導
入
さ
れ
る
小
中
一
貫
教
育
の
柱

に
な
り
ま
す
。
正
式
科
目
に
な
る
の
は
、
こ
の
年
か
ら
で
す
が
、
学
校
と
地
域
が
協
力

し
合
い
な
が
ら
、
す
で
に
、
様
々
な
試
み
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
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■開 催 日　平成 25 年 8 月 17 日（土）・18 日（日）　２日間
■時　　間　10：00 〜 15：00 内覧終了（両日共）
　　　　　　（受付終了時間は 14：30 です）

　　　　　　※�事前予約の必要はありません。直接会場にお越しください。受付にて資料配布などを行いますので、
必ずお立ち寄りください。

■建物概要
　・大ケ口地区災害公営住宅：木造長屋 1 〜 2 階建　70 戸

　・吉里吉里地区災害公営住宅：鉄筋コンクリート造共同住宅　5 階建　エレベーター付　34 戸

■内覧できる住戸

　工事中につき、一部の住戸のみの内覧となります。入居が決まっている人も、ご自身の住戸を見ることはできま
せん。ご覧いただく住戸は、工事の進捗状況により当日ご案内いたします。

■駐 車 場
　住宅内の駐車場は、工事中のため使用できません。会場案内に記載の駐車場をご利用いただくか、町役場駐車場をご利用

のうえ、送迎バスでお越しください。指定した駐車場以外の住宅周辺の公道などへの路上駐車や他の施設などへの駐車は、

周囲の迷惑となりますので絶対にお止めください。駐車場内での事故などについては、町では一切責任を負いません。

■各災害公営住宅～町役場間送迎バス（無料）
　各災害公営住宅と町役場の間で送迎バスを運行します。事前の申し込みは必要ありませんが、満席の場合には次の便をお

待ちいただくこともありますのでご了承ください。

■会場案内

●大ケ口地区災害公営住宅（大ケ口一丁目町営住宅）　所在地：大ケ口一丁目

●吉里吉里地区災害公営住宅（吉里吉里町営住宅）　所在地：吉里吉里一丁目

・大ケ口地区災害公営住宅（大ケ口一丁目町営住宅）

・吉里吉里地区災害公営住宅（吉里吉里町営住宅）　の内覧会を行います。

　本住宅へ入居される人に限らず、どなたでもご覧いただけます。今後整備される災害公営住宅への入
居を検討されている人も、この機会にぜひご覧ください。

■その他注意事項

　工事中につき下記事項にご注意ください。
　１．�公開範囲以外には立ち入らないでください。また、一部足元が悪い場所がありますので、係員の指示に従うようお願

いします。

　２．エアコンなどの空調設備はありません。熱中症には十分注意してお越しください。

　３．�住宅内のトイレは使用できませんのでご了承ください。

　４．�台風などの荒天の場合には中止する場合があります。開催の有無は当日朝９時に防災無線で連絡します。

■お問い合わせ
　〒 028-1192　岩手県上閉伊郡大槌町上町１－３　大槌町役場　復興局用地建築課　建築住宅班
　℡  0193-42-8719　FAX  0193-42-3858（土日祝除く）

駐車場：旧大槌中学校プール北側
　　　　（会場まで 600m 程度）
※駐車場から会場までは送迎バスをご利用いただけます。

駐車場：大槌町給食センター

↑
至
大
柾
橋

至町方↓

大槌川

町民バス
「住宅前」バス停

多目的集会所

水道事業所

旧大槌中
プール

大ケ口地区
災害公営住宅

内覧会受付

駐車場

徒歩または送迎
バスで移動して
ください。

三陸
沿岸
道予
定ラ
イン

←至
町方
・安
渡

至浪
板→

至赤浜→

国道
45号

線

県道231号線

岩手県交通
「吉里吉里一丁目」バス停

吉里吉里地区
体育館

給食センター

吉里吉里保育園

吉里吉里地区
災害公営住宅

内覧会受付

駐車場

↑
至
大
柾
橋

至町方↓

大槌川

町民バス
「住宅前」バス停

多目的集会所

水道事業所

旧大槌中
プール

大ケ口地区
災害公営住宅

内覧会受付

駐車場

徒歩または送迎
バスで移動して
ください。

三陸
沿岸
道予
定ラ
イン

←至
町方
・安
渡

至浪
板→

至赤浜→

国道
45号

線

県道231号線

岩手県交通
「吉里吉里一丁目」バス停

吉里吉里地区
体育館

給食センター

吉里吉里保育園

吉里吉里地区
災害公営住宅

内覧会受付

駐車場

工事の
様子

工事の
様子

●大ケ口地区災害公営住宅方面

町役場
（玄関前）

大ケ口地区災害公営住宅 町役場
（玄関前）（駐車場）（受付前）（駐車場）

午前

9：45 → 9：55 10：00 10：05 → 10：15

10：15 → 10：25 10：30 10：35 → 10：45

以後、30 分間隔

11：45 → 11：55 12：00 12：05 → 12：15

午後

1：00 → 1：10 1：15 1：20 → 1：30

1：30 → 1：40 1：45 1：50 → 2：00

2：00 → 2：10 2：15 2：20 → 2：30

2：30 → 2：40 2：45 2：50 → 3：00

3：00 → 3：10 3：15 3：20 → 3：30

●吉里吉里地区災害公営住宅方面

町役場
（玄関前）

吉里吉里地区災害
公営住宅（受付前）

町役場
（玄関前）

午前

9：45 → 10：00 → 10：15

10：15 → 10：30 → 10：45

以後、30 分間隔

11：45 → 12：00 → 12：15

午後

1：00 → 1：15 → 1：30

1：30 → 1：45 → 2：00

2：00 → 2：15 → 2：30

2：30 → 2：45 → 3：00

3：00 → 3：15 → 3：30

送迎バス時刻予定表  �

復興局用地建築課からのお知らせ

災害公営住宅の内覧会を行います

※１ �町役場午後 2：30 発、午後 3：00 発のバスは帰宅専用です。内覧会には間に合いませんのでご注意ください。
※２ 両地区をご覧になる人は、町役場でお乗り継ぎできます。
※３ 道路事情により遅延することがあります。
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災害公営住宅入居者 2 次募集を行います
　災害公営住宅入居者の 2 次募集を行います。応募戸数を超える応募があった場合には、入居者選考委員会の選考により入
居者を決定します。

■入居申込ができる人　
　次の（1）から（6）までのすべての要件を満たしていることが必要です。

（1）東日本大震災により住宅を滅失した世帯（住宅が全壊、大規模半壊または半壊で解体を余儀なくされた人）
（2）応急仮設住宅（みなし仮設を含む）などに居住しており、住宅に困窮している世帯（現在、住宅料などを支払っている
　　世帯は除きます。）

（3）「暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律第 2 条第 6 号」に規定する「暴力団員」が世帯員にいないこと。
（4）住宅再建に関する補助金（被災者生活再建支援金〈加算支援金〉など）を受領していない世帯
（5）不自然な世帯分離（離婚していない夫婦の別居など）をしていない世帯
（6）大槌町内で被災した住宅に居住していた世帯
※被災者生活支援金（加算支援金）を受給している人が、災害公営住宅入居を希望されている場合には、加算支援金を返還
　することで住宅の申し込みが可能となります。

■申込みできる間取り
　世帯人数により、申込みできる間取りに制
限があります（車いす対応住宅は除く）。
世帯人数 1DK 2DK 2LDK、3DK

1人 ○ ○ ―
2人 ○ ○ ○
3人 ○ ○ ○

4人以上 ― ○ ○
「○」・・申込み可　　「―」・・申込み不可

■入居案内及び申込書の配布
　8 月 12 日（月）から下記の場所で配布しています。町外に避
難されている人などで、入居申込書を郵送希望の人は、入居者
2 次募集申込先へご連絡ください。
■配布場所　
　・大槌町役場 1 階被災者支援室および 2 階復興局環境整備課
　・シーサイドタウンマスト 2 階復興まちづくり情報プラザ
　・大槌町ホームページ

■入居者の決定方法
　入居申込書に記載されている内容に基づき、災害公営住宅整備計画検討委員会で審議された間取り適正および復興事業協力
世帯優先を選考します。
　選考結果は、入居者選考委員会への諮問を行ったうえで各地区・間取りごとに公開抽選を行います。
※抽選は公開とし、事務局で厳正なる抽選を行います。

■申込期間　8 月 19 日（月）〜 8 月 30 日（金）必着
■申込方法　入居申込書に必要事項を記入の上、申込期間内に大槌町役場 2 階復興局環境整備課に提出してください。
　　　　　　郵送による申し込みも受け付けます。
■送付先　〒 028-1192　岩手県上閉伊郡大槌町上町 1–3　大槌町役場　復興局　環境整備課　庶務管理班宛
※大槌町町営住宅等条例改正に伴い 8 月 29 日より、大ケ口地区は大ケ口一丁目町営住宅、屋敷前地区は源水町営住宅、吉里
吉里地区は吉里吉里町営住宅と名称が変更となります。

〜8月30日（金） 〜9月13日（金） 9月下旬頃 10月初旬 10月中

■申し込みから入居までの流れ

環境整備課　庶務管理班　℡ 0193-42-8722

環境整備課からのお知らせ

建物形式 入居時期 間取り・戸数
木造長屋平屋または 2 階建 平成25年8月（入居決定後、すぐに入居可能） 1DK（2戸）　3DK（5戸）　　　　　　　計7戸

■大ケ口（大ケ口 1丁目１番）

建物形式 入居時期 間取り・戸数
集合住宅鉄筋コンクリー造
5 階建エレベーター有り

平成25年8月
（入居決定後、すぐに入居可能）

2DK（3戸）　3DK（4戸）　
1DK車いす対応（1戸）　2DK車いす対応（1戸）　　　計9戸

■吉里吉里（吉里吉里１丁目給食センター隣）

建物形式 入居時期 間取り・戸数
木造長屋 2 階建または 3 階建
※ 1 階部分は駐車場など 平成25年10月（予定） 1DK（４戸）　2LDK（4戸）　　　　　　　　　　計8戸

■屋敷前（大槌第 14地割 111番）
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復興推進課からのお知らせ

④大槌町定住促進事業住宅取得補助金 
項　　目 内　　容

目　　的
町への定住を促進し、地域経済の活性化を図るため、定住を目的に町に転入し、住宅を新たに建築また
は購入した世帯へ補助をする。

対　　象

（1）町外に住民登録を有していた人で、施行日後に町内に転入した人。
（2）町内または近隣市町村の事業所などに就労している人もしくは採用内定者でまたは町内で自営業を

営んでいる人。
（3）再建後、大槌町に 10 年以上居住する（住所を有する）ことが条件。
（4）建築または購入（新築）が対象。
（5）原則、建物一棟補助。

補  助  金 100 万円
交　　付 一括補助
申請期間 平成 25 年 8 月１日から平成 31 年３月 31 日まで
施行予定 平成 25 年 8 月１日

③大槌町被災者中古住宅購入支援事業補助金 
項　　目 内　　容
目　　的 新築の建築および購入に限らず、中古の戸建住宅購入世帯に対して補助し、早期の生活再建を図る。

対　　象

（1）東日本大震災被災者。
（2）り災証明（全壊／半壊解体を含む）の交付世帯。
（3）町内の中古戸建住宅（税込 350 万円以上）を購入し、単独移転したもの
　※中古住宅購入の場合、被災者生活再建支援金（加算支援金）200 万円、岩手県被災者住宅再建支援

金 100 万円、今回の独自支援事業により 50 万円が加算され、合計 350 万円の支援金が補助されるた
め、350 万円以上の購入を対象とする。

（4）原則、建物一棟補助
補  助  額 50 万円
交　　付 一括補助（完成後の交付）
申請期間 平成 23 年 3 月 11 日から平成 31 年 3 月 31 日まで適用する（遡及あり）
施行予定 平成 25 年 8 月１日

対　象　地　区 時　間 会 　場

8月24日（土）安渡 14：00 旧安渡小学校体育館

8月25日（日）赤浜 13：30 旧赤浜小学校体育館

8月28日（水）吉里吉里 19：00 吉里吉里中学校体育館

8月29日（木）浪板 19：00 浪板交流促進センター

8月30日（金）小枕・伸松 19：00 中央公民館大会議室

8月31日（土）

町方（土地区画整理事業対象）
※末広町・本町
　上町・大町の一部

10：00

城山公園体育館
町方（防災集団移転促進事業対象）
※新町・須賀町
　栄町・大町の一部

14：00

9 月 1 日（日）沢山 10：00 役場多目的会議室（旧大小体育館）

■内容

（1）独自支援事業について

（2）防災集団移転促進事業について

　　（団地の募集方法についてなど）

（3）公共施設配置計画について

（4）災害公営住宅について

（5）公民館・避難ホールの整備につ

　　いて（安渡・赤浜に限ります）

（6）復興まちづくり事業の進捗状況

　　について

（7）質疑応答・意見交換

　町は、下記の日程で大槌町復興まちづくり懇談会（町内）を開催します。皆さんの参加をお願いします。

大槌町復興まちづくり懇談会を実施します

復興推進課　℡ 0193-42-8714

復興推進課　℡ 0193-42-8714

②大槌町被災者住宅再建事業利子補助金
項　　目 内　　容

目　　的
防災集団移転促進事業等との補助内容の格差を是正するとともに、土地区画整理事業または漁業集落
防災機能強化事業区域内への住宅再建を促進する。

対　象

（1）東日本大震災の被災者。
（2）り災証明（全壊／半壊解体含む）の交付世帯。
（3）建築または購入（新築）が対象。

※防災集団移転促進事業など、国の補助制度で同様の補助事業がある場合はそちらを優先する。
ただし、事業実施前に町内に住宅を建築または購入した場合は対象とする。

（4）原則、建物一棟補助。

借入先
（1）住宅金融支援機構
（2）民間の金融機関等

補助額の
算定方法

（1）住宅の建築または購入資金を対象。
（2）   ①　土地区画整理事業、漁業集落防災強化事業対象世帯

利子相当額は住宅購入分 444 万円、土地購入分 206 万円が上限
　 　②　①の事業などを実施しない地域（桜木町、大ケ口、源水、沢山等）。

利子相当額は住宅購入費分 300 万円、土地購入費分 206 万円、土地造成費分 58 万円が上限
　 　③　国の補助制度実施前に再建した世帯（遡及）。

利子相当額は住宅購入費分 300 万円、土地購入費分 206 万円、土地造成費分 58 万円が上限
交　　付 一括補助
申請期間 平成 25 年 8 月 1 日から平成 31 年 3 月 31 日まで
施行予定 平成 25 年 8 月１日

①大槌町被災者新築住宅支援事業補助金 
項　　目 内　　容

目　　的
東日本大震災により自宅が全壊（半壊解体を含む）した被災者が、大槌町内でその居住する住宅を
建設することにより、早期の生活再建と宅地の有効活用を図る。

対　　象

（1）東日本大震災被災者。
（2）り災証明（全壊／半壊解体を含む）交付世帯。
（3）再建後、大槌町に居住する（住所を有する）ことが条件。
（4）建築または購入（新築）が対象。
（5）原則、建物一棟補助。

補  助  額 200 万円　(50 万円の拡充 )
交　　付 一括補助（完成後の交付）
申請期間 平成 23 年 3 月 11 日から平成 31 年 3 月 31 日まで適用する（遡及あり）
施行予定 平成 25 年 8 月１日

【参考】住宅再建に掛る支援の合計額（新築のみ）　　　　　　※全壊または半壊解体した世帯に限る。

国（基礎） 国（加算金） 町・県 町独自 合　計
複数世帯 100 万円 200 万円 100 万円 200 万円 600 万円
単数世帯 75 万円 150 万円 75 万円 200 万円 500 万円

　東日本大震災からの復興については、『大槌町東日本大震災津波復興計画・基本計画』および『第 1 期実施計画』に基づき、
防災集団移転促進事業や土地区画整理事業など、被災者の住宅再建に結び付く事業を最優先に推進しており、一日も早い
復興をめざして取り組んでいます。
　昨年 10 月に町独自の支援事業を実施しましたが、さらなる住宅再建の後押しとなるよう、また、町の復興をより一層推
進するために、町独自支援事業を次のとおり追加します。

交付済み

大槌町独自支援事業を実施します

⇨
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▶社会教育施設・社会体育施設集会施設・学校開放施設の休館日のお知らせ

▼
平
成
26
年
大
槌
町
成
人
式
の
記
念

　
行
事
実
行
委
員
会
を
募
集
し
ま
す

　

一
緒
に
成
人
式
を
企
画
・
運
営
し
ま
せ
ん
か
？

平
成
26
年
大
槌
町
成
人
式
を
、
1
月
12
日
（
日
）

に
開
催
し
ま
す
。

　

実
行
委
員
は
、
記
念
行
事
の
企
画
・
運
営
、
司

会
な
ど
の
ほ
か
、
式
典
で
町
民
憲
章
の
唱
和
を
担

当
し
ま
す
。

　

平
成
26
年
の
成
人
式
も
和
や
か
で
思
い
出
に
残

る
す
ば
ら
し
い
式
に
し
ま
し
ょ
う
。

■
対
象　

平
成
26
年
大
槌
町
成
人
式
に
出
席
す
る

予
定
の
新
成
人
（
平
成
5
年
4
月
2
日
～
平
成
6

年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
人
）

■
応
募
方
法　

電
話
、フ
ァ
ッ
ク
ス
な
ど
で
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
・
生
年
月
日
を
生
涯
学
習
課
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
応
募
締
切　

9
月
6
日
（
金
）
17
時
ま
で

※
申
込
・
問
い
合
わ
せ
は
生
涯
学
習
課
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

都
市
整
備
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

▼�
末
広
町
ま
ち
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
開
催
し
て
い
ま
す

　

町
は
、
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
な
ど
で
、
復
興
ま

ち
づ
く
り
の
考
え
方
や
整
備
方
針
に
つ
い
て
説
明

し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
加
え
、
更
に
皆
さ
ん
の
ご
意
向
を
ま
ち

づ
く
り
に
反
映
す
る
た
め
、
地
区
ご
と
に
、
今
後

の
暮
ら
し
方
や
、
ま
ち
な
み
空
間
の
在
り
方
に
つ

い
て
考
え
、
話
し
合
う
場
（
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
）

を
設
け
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
初
め
に
末
広
町
の
人
を
対
象
に
２
回
開

催
、
活
発
に
議
論
い
た
だ
き
ま
し
た
。
次
回
は
左

記
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
の
で
、
是
非
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

■
日
時　

8
月
10
日
（
土
）

　
　
　
　

14
時
か
ら
16
時
ま
で

■
場
所　

大
槌
町
役
場　

3
階　

大
会
議
室

■
内
容　

商
店
街
、
御
社
地
、
松
の
下
地
区
の
復

興
後
の
暮
ら
し
方
や
ま
ち
な
み
の
在
り
方
に
関
す

る
話
し
合
い

生
涯
学
習
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

▼�

家
庭
教
育
講
座
〜
幼
保
児
・
小
学
生

の
子
を
持
つ
保
護
者
の
部
〜
を
開
催

し
ま
す

　

保
護
者
だ
け
で
な
く
、
一
般
の
人
の
参
加
も
大

歓
迎
で
す
。
託
児
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
て
い
ま
す
。

参
加
は
無
料
で
す
。

■
日
時　

9
月
7
日
（
土
）
14
時
〜
15
時
30
分

■
会
場　

大
槌
町
中
央
公
民
館
3
階　

大
会
議
室

■
講
演　

子
ど
も
の
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
（
仮
題
）

■
講
師　

い
わ
て
こ
ど
も
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
副
セ
ン

タ
ー
長　

八
木　

淳
子　

氏
（
岩
手
医
科
大
学
）

■
申
し
込
み　

8
月
30
日
（
金
）
17
時
ま
で
に
生

涯
学
習
課
ま
で
、
氏
名
・
連
絡
先
・
住
所
を
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

※
託
児
を
希
望
す
る
人
は
平
成
25
年
8
月
23
日

（
金
）
17
時
ま
で
に
生
涯
学
習
課
ま
で
、
氏
名
・

連
絡
先
・
お
子
様
の
お
名
前
・
お
子
様
の
年
齢
を

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
就
学
前
の
お
子
様

に
限
り
ま
す
。

▼�

町
方
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
区
域

内
に
お
け
る
土
地
買
い
取
り
申
し
出

の
受
付
を
終
了
し
ま
し
た

　

こ
れ
ま
で
町
は
、
町
方
地
区
の
土
地
区
画
整
理

事
業
区
域
内
に
お
い
て
、
災
害
公
営
住
宅
や
防
災

集
団
移
転
団
地
な
ど
、
公
共
事
業
の
用
地
確
保
の

た
め
に
、
土
地
の
買
い
取
り
申
し
出
を
受
け
付
け

て
き
ま
し
た
が
、
目
標
の
面
積
確
保
に
目
途
が
つ

い
た
た
め
、
新
規
受
付
を
7
月
31
日
で
終
了
し
ま

し
た
。

　

今
後
、
申
し
出
い
た
だ
い
た
土
地
の
調
査
な
ど

を
行
い
、
順
に
買
い
取
り
を
進
め
ま
す
。

　

な
お
、
精
査
の
結
果
、
更
に
用
地
が
必
要
に
な

る
場
合
は
、
改
め
て
買
い
取
り
申
し
出
の
受
付
け

を
行
う
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

　

既
に
買
い
取
り
申
し
出
済
み
で
、
買
い
取
り
面

積
な
ど
に
関
す
る
同
意
書
が
未
返
送
の
人
は
、
都

市
整
備
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
締
切
日　

平
成
25
年
8
月
31
日
（
土
）

都
市
整
備
課　

℡
0
1
9
3（
4
2
）8
7
2
3

　

城
山
図
書
室
は
、
左
記
の
と
お
り
を
臨
時
開
館

お
よ
び
臨
時
休
館
し
ま
す
。

■
臨
時
開
館

　

8
月
4
日
（
日
）、
8
月
11
日
（
日
）

　

8
月
18
日
（
日
）
の
3
日
間

※
開
館
時
間
は
午
前
9
時
か
ら
午
後
4
時
ま
で
。

■
臨
時
休
館
日

　

8
月
14
日
（
水
）、
8
月
15
日
（
木
）

　

8
月
16
日
（
金
）

※
移
動
図
書
館
車
は
、
8
月
13
日
（
火
）、
8
月

14
日
（
水
）、
8
月
15
日
（
木
）
の
3
日
間
を
運

休
し
ま
す
。

生
涯
学
習
課　

℡
0
1
9
3（
4
2
）2
3
0
0

※
フ
ァ
ッ
ク
ス　

０
１
９
３（
４
２
）３
０
３
１

▼
城
山
図
書
室
か
ら
臨
時
開
館
と

　
臨
時
休
館
日
の
お
知
ら
せ

生涯学習課　℡0193-42-2300

水
道
事
業
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

  保健福祉課からのお知らせ

　

大
槌
町
水
道
事
業
所
は
、水
道
の
利
用
開
始（
開

栓
）、
利
用
停
止
（
閉
栓
）
の
依
頼
の
受
け
付
け
、

お
よ
び
作
業
時
間
を
、
平
日
8
時
30
分
か
ら
17
時

15
分
ま
で
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

希
望
す
る
日
の
5
日
前
ま
で
に
、
水
道
事
業
所

へ
の
「
水
道
使
用
異
動
届
」
の
提
出
を
お
願
し
ま

す
。

　

な
お
、
土
曜
日
、
日
曜
日
、
祝
祭
日
に
つ
い
て

は
、
受
け
付
け
、
お
よ
び
作
業
は
行
い
ま
せ
ん
の

で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
「
水
道
使
用
異
動
届
」
は
、
水
道
事
業
所
、
役

場
町
民
課
、
ま
た
は
役
場
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
に
よ
り
入
手
で
き
ま
す
。

（
役
場
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
→
申
請

書
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
→
上
水
道
関
連
：
水
道
使
用
異

動
届
）

▼�

水
道
元
栓
の
開
栓
、
閉
栓
の
受
け

付
け
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

　

水
道
給
水
停
止
を
左
記
の
と
お
り
、
執
行
し
ま

し
た
。

■
執
行
日　

6
月
17
・
18
日

■
執
行
件
数　

22
件
（
桜
木
町
1
件
、
花
輪
田
1

件
、
臼
沢
3
件
、
安
渡
2
件
、
赤
浜
1
件
、
吉
里

吉
里
3
件
、
浪
板
1
件
、
大
ヶ
口
1
件
、
種
戸
1

件
、
蕨
打
直
6
件
、
対
間
1
件
、
一
の
渡
1
件
）

▼
水
道
給
水
停
止
執
行
結
果
を

　
お
知
ら
せ
し
ま
す

■日時　９月７日（土）午前 10 時から
■場所　城山公園体育館　アリーナ
■対象　77 歳以上の人（昭和 12 年４月１日以前生まれ）
■案内が郵送される人
　　○ 77 歳（喜寿）　○ 88 歳（米寿）　○ 99 歳（白寿）
※�上記以外の 77 歳以上の人には案内状は届きませんが、どなたでも参加

できます。 
※町内各地区から送迎バスを運行します。
　（バスの時間など詳しくは、後日お知らせします）

� 保健福祉課　介護班　℡ 0193（42）8715

水
道
事
業
所　

℡
０
１
９
３（
４
２
）２
０
３
５

「おおつち敬老の集い」を開催します

　8 月 14 日（水）、8 月 15 日（木）、8 月 16 日（金）の 3 日間、下記の施設を休館します。
社会教育施設 中央公民館、赤浜分館、吉里吉里分館、浪板分館、中山分館

社会体育施設 城山公園体育館、寺野多目的体育館（弓道場・テニス場）、大槌町相撲場、旧赤浜小学校体育館、
大槌ふれあい運動公園野球場、大槌町勤労青少年体育センター吉里吉里地区体育館

集会施設 浪板交流促進センター、小鎚地区多目的集会所、蕨打直地区集会所、大槌町多目的集会所、
上町ふれあいセンター、桜木町保健福祉会館、大槌町金沢地区生活改善センター

学校開放施設 吉里吉里小学校、吉里吉里中学校
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　健診・相談・予防接種をを下記のとおり実施します。

【日本脳炎予防接種】
■接 種 日　8 月 9 日（金）
■受付時間　13：00 ～ 13：20
■会 場　大槌町役場多目的会議室 ( 旧大槌小学校体育館 )
■対 象 者　対象者には個別に通知しています。
■持 ち 物　予診票　母子健康手帳

【三種混合 ( 百日咳・ジフテリア・破傷風 ) 予防接種】
■接 種 日　8 月 20 日 ( 火 )
■受付時間　13：00 ～ 13：10
■会 場　大槌町仮設保健センター（寺野）
■対 象 者　平成 18 年 3 月生まれ～平成 24 年 4 月生まれ
　　　　　　( 生後 3 ヵ月～生後 90 ヵ月 )
■持ち物　　予診票　母子健康手帳

【不活化ポリオ予防接種】
■接 種 日　8 月 20 日 ( 火 )
■受付時間　13：10 ～ 13：20
■会 場　大槌町仮設保健センター（寺野）
■対 象 者　平成 18 年 3 月生まれ～平成 24 年 4 月生まれ
　　　　　　( 生後 3 ヵ月～生後 90 ヵ月 )
■持 ち 物　　予診票　母子健康手帳

【四種混合 ( ジフテリア・百日ぜき・破傷風・ポリオ ) 予防接種】
■接 種 日　8 月 27 日（火）
■受付時間　13：00 ～ 13：20
■会 場　大槌町仮設保健センター（寺野）
■対 象 者
　平成 18 年 3 月～平成 25 年５月 27 日以前生まれ　　　　
　（生後３ヵ月～ 90 ヵ月）
※三種混合とポリオの予防接種をまだ一度も接種していない者
■持 ち 物　予診票　母子健康手帳

【３歳児健康診査】
■実 施 日　8 月 23 日（金）
■対 象 者　平成 22 年 2 月生まれ
　　　　　　平成 22 年 3 月生まれ
■受付時間　12：00 ～ 12：30
■会 場　大槌町仮設保健センター（寺野）

【４ヵ月・７ヵ月児相談】
■実 施 日　8 月 5 日（月）
■対 象 者　平成 25 年１月生まれ
　　　　　　平成 25 年 4 月生まれ
■受付時間　9：30 ～ 10：00　（平成 25 年１月生まれ）
　　　　　　13：30 ～ 14：00　（平成 25 年 4 月生まれ）
■会 場　大槌町仮設保健センター（寺野）

【12 ヵ月児相談】
■実 施 日　8 月 21 日（水）
■対 象 者　平成 24 年 7 月生まれ
　　　　　　平成 24 年 8 月生まれ
■受付時間　9：30 ～ 10：00　（平成 24 年 7 月生まれ）
　　　　　　13：30 ～ 14：00　（平成 24 年 8 月生まれ）
■会 場　大槌町仮設保健センター（寺野）

【BCG 予防接種】
■接 種 日　8 月 6 日 ( 火 )
■受付時間　13：00 ～ 13：20
■会 場　大槌町仮設保健センター（寺野）
■対 象 者　平成 25 年 2 月生まれ
■持 ち 物　予診票　母子健康手帳

児　童　扶　養　手　当
■提出期限　8 月 30 日（金）

■受付時間　8：30 〜 17：15（土日を除く）

※下記日時で土曜日も受付を行います。
　8 月 10 日（土）　9：00 〜 16：00

特別児童扶養手当所得状況届・児童扶養手当現況届の提出について
　特別児童扶養手当を受けている人は「所得状況届」、児童扶養手当を受けている人は、「現況届」を毎年提出することになっ

ています。すでに郵送されている届出用紙その他必要な書類を揃えて提出期限までに下記まで提出してください。

特　別　児　童　扶　養　手　当
■提出期限　9 月 6 日（金）

■受付時間　8：30 〜 17：15（土日を除く）

　※下記日時で土曜日も受付を行います。
　　8 月 10 日（土）　9：00 〜 16：00

保健福祉課　地域福祉班　0193-42-8715

おらほの町の
地域包括支援センター
ここでは、高齢者に関わる様々な話題を
掲載しています。

身の回りに潜む危険から身を守ろう！

　当センターにも、消費者トラブルの相談が寄せられております。「私はだまされたことがない」と言う方も、話をしてい
くと高額な契約をさせられている場合があります。
　悪質商法は、訪問販売、電話勧誘販売、利殖商法、次々販売、無料商法、点検商法、当選商法など手口はさまざまです。
巧みな手法で、だまされたことに気づきにくいことも多く、日頃からの意識、身近な方々の気づきが被害をくいとめること
につながります。
　また、被害にあったと自覚している方でも、誰にも相談し
ない場合も少なくありません。被害にあったことを恥ずかし
く思い、迷惑をかけたくない、だまされた自分が悪いと自ら
を責める方もいます。悪質業者の中には巧みなセールストー
クで不安をあおったり、「誰にも言ってはいけない」と口止
めをするケースもあります。

保健福祉課　大槌町地域包括支援センター班　℡ 0193-42-8716

～ 消費者被害にご注意を ～

　訪問販売などで契約してしまった場合、一定期間内であれば無条件で
解約できる「クーリング・オフ」という制度があります。
　契約書面を受け取った日から、８日間以内に書面で通知をします（い
わゆるマルチ商法・内職商法は 20 日間）。
　はがきは両面コピーして、特定記録郵便か簡易書留にし、送付した証
拠を残します。クレジット契約があるときは、クレジット会社にも同様
にはがきで通知します。

【書面での通知の例】知っておこう！  クーリング・オフ制度

６月の教室の内容

◦かな書道教室
◦フラワー
　セラピー教室
◦大正琴教室

　６月からマストホールにて、趣味の教室を開催しており
ます。今回はその様子をお伝えします。
　今後も様々な教室を開催する予定です。

おかしいな、
と思ったら、

ひとりで悩まずに
相談しましょう。

かな書道
教室

大正琴
教室

フラワー
セラピー
教室

フラワーセラピー教室では、
プリザーブドフラワーを使
用して飾りを作りました。

おきらく教室の様子
保健福祉課　健康推進班　℡ 0193-42-8715
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子
ど
も
た
ち
が
踊
っ
て
歌
う

�

〜「
ふ
る
さ
と
科
」で
住
民
励
ま
す

　

大
槌
町
立
大
槌
小
学
校
の
2
年
生

60
人
が
、
7
月
5
日
、
町
内
の
小

鎚
仮
設
団
地
を
訪
れ
、
ダ
ン
ス
と

歌
で
住
民
た
ち
を
励
ま
し
ま
し
た
。

2
0
1
5
年
度
か
ら
小
中
一
貫
教
育

に
移
行
す
る
の
に
伴
っ
て
新
設
さ
れ

る
「
ふ
る
さ
と
科
」
の
一
環
。
団
地

の
お
年
寄
り
た
ち
は
、
子
供
た
ち
に

元
気
づ
け
ら
れ
、
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
し

て
い
ま
し
た
。

　

子
供
た
ち
は
先
生
に
引
率
さ
れ
、

小
学
校
か
ら
約
30
分
歩
い
て
仮
設
団

地
を
訪
れ
ま
し
た
。
仮
設
団
地
で
は

約
30
人
の
住
民
が
待
っ
て
い
ま
し
た
。

子
供
た
ち
は
6
月
の
運
動
会
で
発
表

し
た
ダ
ン
ス
を
踊
り
、
小
学
校
の
校

歌
を
歌
い
ま
し
た
。
ダ
ン
ス
と
歌
が

終
わ
る
と
、
手
書
き
し
た
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
住
民
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

メ
ッ
セ
ー
ジ
に
は
「
き
ょ
う
は
、
み

に
き
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
か
な
し
い
と
き
も
え
が
お

で
い
て
く
だ
さ
い
」「
元
気
で
す
か
。

こ
っ
ち
は
元
気
で
す
。
け
ん
こ
う
で

よ
い
せ
い
か
つ
を
し
て
く
だ
さ
い
」

な
ど
と
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。

　

団
地
に
住
む
小
川
美
江
さ
ん
（
80
）

は
「
仮
設
で
一
人
、
ぼ
う
っ
と
し
て

い
た
か
ら
、
子
供
た
ち
に
癒
さ
れ
た
」

と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　

付
き
添
っ
て
き
た
2
年
2
組
担
任

教
諭
の
河
野
憲
二
さ
ん
（
43
）
は
「
仮

設
を
訪
ね
る
の
は
今
日
が
初
め
て
。

こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い
き
た
い
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

は
つ
ら
つ
と
「
ぴ
ん
こ
ろ
体
操
」

�

〜
運
動
不
足
解
消
に
向
け
て

　

大
槌
町
が
東
京
大
学
の
協
力
を
得

て
つ
く
っ
た
「
大
槌
ぴ
ん
こ
ろ
体
操
」

が
、
5
月
29
日
、
町
民
に
披
露
さ
れ

ま
し
た
。「
大
槌
町
民
歌
」「
大
槌
漁ぎ
ょ

場ば

音
頭
」
に
合
わ
せ
て
行
う
介
護
予

防
体
操
で
す
。
町
で
は
、
体
を
動
か

す
機
会
が
少
な
い
仮
設
団
地
の
住
民

の
方
々
を
中
心
に
、
町
内
に
広
め
よ

う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

大
槌
町
で
は
町
内
48
カ
所
の
仮
設

住
宅
団
地
に
、
約
3
分
の
1
に
あ
た

る
町
民
が
住
ん
で
い
て
、
住
宅
に
閉

じ
こ
も
り
が
ち
に
な
る
人
た
ち
も
出

て
い
ま
す
。
運
動
不
足
を
解
消
し
、

介
護
が
必
要
な
状
態
に
な
る
こ
と
を

出
来
る
限
り
予
防
し
よ
う
と
、
こ
の

体
操
が
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。

　

大
槌
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、

東
京
大
学
、
高
齢
者
支
援
に
か
か
わ
っ

て
い
る
人
た
ち
で
話
し
合
い
、
住
民

に
な
じ
み
が
深
い
歌
に
合
わ
せ
た
体

操
を
発
案
し
ま
し
た
。

歌
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
、「
舟
を
こ

ぐ
ポ
ー
ズ
」「
は
ち
ま
き
を
結
ぶ
ポ
ー

ズ
」「
カ
モ
メ
が
飛
ぶ
ポ
ー
ズ
」「
辺

り
を
見
渡
す
ポ
ー
ズ
」
な
ど
が
考
案

さ
れ
ま
し
た
。
筋
肉
を
伸
ば
し
、
筋

力
を
強
化
す
る
体
操
で
す
。

　

元
気
に
長
生
き
し
、
病
に
な
ら
ず

に
、
こ
ろ
り
と
逝
こ
う
と
い
う
意
味

合
い
を
込
め
て
「
ぴ
ん
こ
ろ
体
操
」

と
名
付
け
た
そ
う
で
す
。

　

大
槌
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
岩
間
純
子
さ
ん
は
「
仮
設
団
地

で
も
手
軽
に
体
操
で
き
る
よ
う
、

D
V
D
化
し
た
い
。
大
槌
町
の
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
体
操
と
し
て
普
及
さ
せ
た

い
」
と
語
っ
て
い
ま
す
。

3年目の仮設 〜より良き暮らしのために〜

多
く
の
悲
劇
と
苦
難
が
始
ま
っ
た
東
日
本
大
震
災
か
ら
、

三
度
目
の
お
盆
の
月
を
迎
え
た
。
お
盆
に
は
、
別
世
界
で

暮
ら
し
て
い
る
皆
さ
ん
に
は
、
迷
わ
ず
故
郷
に
帰
り
、
家

族
と
過
ご
し
て
ほ
し
い
と
願
う
。

先
日
、世
界
的
な
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
っ
た「
死
ぬ
瞬
間
」

の
著
者
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
キ
ュ
ー
ブ
ラ
ー
・
ロ
ス
博
士
の
初

の
自
伝
「
人
生
は
廻
る
輪
の
よ
う
に
」
を
読
ん
だ
。

題
字
の
「
人
生
は
廻
る
輪
の
よ
う
に
」
と
は
、
ど
う
い

う
こ
と
な
の
か
引
き
込
ま
れ
る
よ
う
に
ペ
ー
ジ
を
め
く
っ

た
。本

に
は
、「
死
は
存
在
し
な
い
」
こ
と
に
つ
い
て
、
著
者

の
深
い
意
味
の
提
唱
が
あ
り
、
頷

う
な
ず
か
せ
ら
れ
る
も
の
が
あ
っ

た
。そ

れ
は
「
肉
体
の
死
は
も
ち
ろ
ん
存
在
す
る
。
し
か
し
、

蝶ち
ょ
うが
さ
な
ぎ
か
ら
羽
化
す
る
よ
う
に
、
役
目
を
終
え
た
肉

体
か
ら
何
か
が
抜
け
出
し
、
さ
ら
に
長
い
、
長
い
命
の
旅

を
続
け
る
。
存
在
す
る
の
は
物
質
と
し
て
の
肉
体
の
死
だ

け
で
あ
り
、
い
の
ち
の
終

し
ゅ
う

焉え
ん

と
し
て
の
死
は
存
在
し
な
い
。

そ
う
気
づ
い
た
と
き
、
人
は
大
い
な
る
安
心
の
境
地
に
い

た
り
、
次
の
段
階
へ
と
成
長
を
と
げ
る
。
蝶
の
羽
化
の
よ

う
に
・
・
・
」
と
教
示
し
て
い
る
。

意
味
合
い
が
少
し
離
れ
る
と
思
う
が
、
読
ん
で
い
る
内

に
、「
千
の
風
に
な
っ
て
」
の
歌
詞
を
脳
裏
に
浮
か
べ
て
い

た
。「
千
の
風
に
な
っ
て　

あ
の
大
き
な
空
を　

吹
き
わ

た
っ
て
い
ま
す
・
・
・
・
朝
は
鳥
に
な
っ
て　

あ
な
た
を

目
覚
め
さ
せ
る　

夜
は
星
に
な
っ
て　

あ
な
た
を
見
守
る
」

ご
遺
族
の
皆
様
に
は
、
今
な
お
、
慰
め
の
言
葉
が
見
当

た
ら
な
い
。
し
か
し
何
と
か
試
練
を
乗
り
越
え
て
頂
き
た

い
。
お
盆
に
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
旅
人
と
な
っ
た

故
人
を
迎
え
た
い
。
改
め
て
心
か
ら
ご
冥
福
を
祈
る
。
合
掌
。

（
碇
川　

豊
）

④
「
人
生
は
廻
る
輪
の
よ
う
に
」

町
長
随
想

PHOTO  まちかど

　「小鎚川で飛んでいるカワセミを撮影しました。カワセミ
は『青い宝石』と呼ばれ、鮮やかな水色の体色と、長いくち
ばしが特徴です。崖の斜面に巣作りをし、小魚を餌にしてい
ます。小鎚川では 3 羽のカワセミを確認しています」

【7 月 4 日、三浦寧史さん撮影】

　「町方には数多くの湧水があり、震災後も清水が、こんこ
んと湧きだしています。須賀町の一角にある家庭菜園では、
その湧水を利用し、野菜作りが行われています。復興が進
めば、この菜園は無くなってしまうことでしょう」

【5 月 12 日、伊藤陽子さん撮影】

　総合政策課では読者の皆様からのニュース提供をお待ちしています。町民の方々に広く知ってほしい出来事があれば、お知らせください。「PHOTO
まちかど」への写真投稿も歓迎です。変容する町の姿、震災前から変わらない町の光景を写真で切り取り、お寄せください。また、広報誌への感想や
提言を、お送りください。はがき、手紙の場合は、住所、氏名、連絡先（電話番号など）を明記のうえ、〒 028-1192　大槌町上町 1-3　大槌町役場総
合政策課・広報誌担当へ。� 総合政策課　復興まちづくり班　℡ 0193-42-8724　E-mail：hiroshi.t@town.otsuchi.iwate.jp

大槌町カレンダー　8 月 5 日（月）〜 9 月 4 日（水）

日付 大槌町内イベント 大槌病院外来

  5（月） 4 ヵ月、7 ヵ月児相談
のびのび広場（9：30 〜）

午前：内科、眼科
午後：内科、整形外科

  6（火）
無料法律相談（10：00〜15：00）
BCG 予防接種
のびのび広場（9：30 〜）

午前：内科、整形外科
午後：内科

  7（水） のびのび広場（9：30 〜） 午前：内科、皮膚科
午後：内科、皮膚科

8（木） 心配ごと相談（9：30〜12：30
のびのび広場（9：30 〜）

午前：内科、外科
午後：内科

9（金） のびのび広場（13：30 〜）
日本脳炎予防接種

午前：内科
午後：内科

10（土） 完全休診（急患受付なし）

11（日） 心配ごと相談（9：30〜12：30） 完全休診（急患受付なし）

12（月） 午前：内科、整形外科
午後：内科

13（火） のびのび広場（9：30 〜）
心配ごと相談（9：30〜12：30）

午前：内科、外科、眼科、皮膚科
午後：内科、皮膚科

14（水） 完全休診（急患受付なし）

15（木） 完全休診（急患受付なし）

16（金） 完全休診（急患受付なし）

17（土） 完全休診（急患受付なし）

18（日） 完全休診（急患受付なし）

19（月） のびのび広場（9：30 〜） 午前：内科、眼科
午後：内科、整形外科

20（火）

のびのび広場（9：30 〜）
行政相談（10：00〜 12：00）
人権相談（10：00〜 12：00）
三種混合予防接種
不活化ポリオ予防接種

午前：内科、外科
午後：内科、皮膚科

21（水）
のびのび広場（9：30 〜）
無料法律相談（10：00〜15：00）
12 ヵ月児相談

午前：内科、皮膚科
午後：内科、皮膚科

日付 大槌町内イベント 大槌病院外来

22（木） のびのび広場（13：30 〜） 午前：内科、外科
午後：内科

23（金） のびのび広場（9：30 〜）
3歳児健康診査

午前：内科
午後：内科

24（土） 完全休診（急患受付なし）

25（日） 完全休診（急患受付なし）

26（月） のびのび広場（9：30 〜） 午前：内科、整形外科
午後：内科

27（火）
のびのび広場（9：30 〜）
心配ごと相談（9：30〜12：30）
四種混合予防接種

午前：内科、外科、眼科
午後：内科、皮膚科

28（水） のびのび広場（13：30 〜） 午前：内科、皮膚科
午後：内科、整形外科、皮膚科

29（木） のびのび広場（9：30 〜）
二重ローン個別相談

午前：内科、外科
午後：内科

30（金） のびのび広場（9：30 〜） 午前：内科
午後：内科

31（土） 完全休診（急患受付なし）

9月
  1（日） 完全休診（急患受付なし）

  2（月） のびのび広場（9：30 〜）

  3（火） のびのび広場（9：30 〜）

  4（水） のびのび広場（9：30 〜）

※�のびのび広場では、大槌保育園を解放し、親御さんや子どもた
ちの交流の場を提供します。

   大槌町地域子育て支援グループかりん　℡ 0193-42-2570

※�心配ごと相談は、大槌町社会福祉協議会で実施しています。相
談内容についてはお問い合わせください。

  大槌町社会福祉協議会　℡ 0193-41-1511
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　大槌町赤浜にある八幡神社に 7 月 14 日、山梨県富士川
町の善国寺から 2 台の神輿が寄贈され、奉納式が催され
ました。神社には、もともと神輿はなく、新たなシンボル
ができました。地域の人たちは、今年秋に 3 年ぶりに開
く神社の例大祭に意欲を燃やしています。
　神輿は大、小一対です。大は高さ 1.5 メートルで 1 メー
トル四方、小は高さ 1 メートルで 80 センチ四方。漆塗り
の屋根と、四方を囲む鳥居が特徴です。
　善国寺の檀家だった職人が造りかけていた神輿を寺が譲
り受け、受け入れ先を探していたところ、山梨県早川町が
親交のある大槌町を紹介し、実現しました。神輿を保管す
る倉庫も神社の境内にできました。

奉納式では、神輿を担いだ町民が、旧赤浜小学校の校
庭跡を出発。陸中弁天虎舞などの郷土芸能とともに海岸を
練り歩き、大槌湾に入ってお清めをし、八幡神社で式典を
しました。

　神輿は 10 月の例大祭で地区内を練り歩くことになりま
す。式典実行委員長の岡本大作さん（64）は「これで神
社の例大祭を震災後、初めて開くことができる」と喜んで
いました。
　奉納式に参加した早川町からの関係者は「大槌町の方々
が、少しでも元気になってくれればうれしい」と語りまし
た。

山梨の寺院が赤浜に神輿寄贈
３年ぶりに例大祭復活へ

意書が交わされました。
　花巻からの参加者は、それぞれが庭植えの花を持ち寄り、
大槌町からの参加者にプレゼントしました。これらの鉢に
は、「花巻市民の庭は大槌につながっていますよ」という
メッセージが込められています。
　大槌町の仮設住宅に住む上田昇さん（76）は「素晴ら
しい集いだった。腹の底から歌った。歌で心が一つになっ
た」と語ってくれました。

大槌と花巻を結ぶ友情の歌声
大槌町で「うたっこの集い」

　花巻市と大槌町のお年寄りによる初の「うたっこの集い」
が 6 月 14 日、大槌町内の町中央公民館で開かれました。
約 250 人の参加者は、それぞれの思いを込めながら青春
時代の歌を歌い、会場には友情の輪が広がりました。
　主催したのは花巻市のシニア大学自治会。花巻から貸し
切りバスで 114 人が参加し、大槌町老人クラブ連合会の
メンバー 120 人が出迎えました。
　大槌町老人クラブ連合会事務局長で、花巻市内の、みな
し仮設住宅に住む小林敏子さん（70）が、相互交流のきっ
かけを作りました。
　花巻市のシニア大学で震災時の体験を講演し、シニア大
学自治会で年 1 回開いている「歌っこ広場」に参加。故
郷の被災者を励ますために、大槌町でも開催したいと考え
て提案し、実現しました。
　歌った青春時代の歌は 16 曲。「青い山脈」「ああ上野駅」

「四季の歌」「花は咲く」・・・。涙を流しながら歌うお年
寄りの姿も目立ちました。
　歌い終えると、大槌町老人クラブ連合会長と花巻市シニ
ア大学自治会長との間で、年１回、文化交流事業をする合

新山高原は大槌町の西方にあります。つつじの群生地
で、わが国、最大規模の風力発電施設を間近に見学するこ
とができます。震災前、つつじが見ごろの 6 月中旬には
新山高原まつりが開かれ、観光客でにぎわっていました。

観光望遠鏡は、期間を限って利用され、冬場は役場に
保管されていました。震災当時、役場は津波に襲われ、望
遠鏡は流失しました。大釜範之・大槌町産業振興部長は「望
遠鏡を設置することで新山高原の魅力が一層、増すことで
しょう」と話しています。

新山高原の展望台に観光望遠鏡
くっきりと「ひょうたん島」

　大槌町の新
しん

山
やま

高原の展望台に 6 月 20 日、新しい観光望
遠鏡が設置されました。大槌湾から早池峰山まで 360 度
のパノラマの光景が楽しめます。
　旧役場に保管されていた古い望遠鏡は津波で流され、新
山高原を含めた釜石、遠野、大槌 2 市 1 町にまたがる高
原で風力発電事業を展開するユーラスエナジー釜石から寄
贈を受けました。
　観光望遠鏡は各種光学機器を製造、販売する京都市内の

「ＣＯＶＡＣ」製です。倍率は 15 倍。無料で見られます。
梅雨の晴れ間のこの日、大槌町商工労政課の職員が、町役
場から望遠鏡を運び、標高 1,000 メートルの展望台に設置
しました。
　東方に大槌湾や鯨山、西方に早池峰山、薬師岳を眺める
ことができます。望遠鏡をのぞいて見ました。大槌湾に浮
かぶ蓬莱島がくっきりと見えました。湖に浮かぶ孤島のよ
うでした。

ひょうたん島日記

ネルギーが磁場となって感じられる」と話し、臼澤さんは
「避難所を巡って民謡を歌い、被災者を励ましました。歌
の力を感じました」と語りました。
　公開収録ではＮＨＫが過去に撮影した大槌町の映像が上
映されました。秋サケ漁、祭り、突きん棒漁、お盆の風習
である松あかし・・・。昔懐かしい光景が写し出されまし
た。最後に、臼澤さんが「故郷」を歌い、小曽根さんのピ
アノでＮＨＫの人形劇「ひょっこりひょうたん島」の主題
歌を、臼澤さんと会場の参加者全員で歌いました。

小曽根さん臼澤さんコラボ実現
NHK 番組の公開収録

　世界的なジャズピアニスト小
お

曽
ぞ

根
ね

真
まこと

さんと、歌手臼澤
みさきさんの共演が実現しました。二人は、6 月 29 日に
大槌町中央公民館で開かれたＮＨＫの公開収録「岩手　大
槌町　よみがえれ ! ふるさとの記憶」に出演し、小曽根さ
んのピアノで臼澤さんが歌いました。曲は、言うまでもな
く「ひょっこりひょうたん島」の主題歌です。
　公開収録はＮＨＫが中央公民館で開いていた「いわて失
われた街模型復元プロジェクト展」に合わせて企画され、
ＮＨＫの桜井洋子アナウンサーの司会で進行しました。
　小曽根さんは故井上ひさしさんと交流があったことか
ら、震災後、大槌町で演奏会を開き、被災者を励ましまし
た。町に正午に流れる「ひょっこりひょうたん島」の曲は、
小曽根さんがアレンジしました。
　一方、臼澤さんは大槌中学校 3 年生。小学校 6 年生の
時に震災に遭い、友人、知人を失いました。2012 年、デ
ビュー曲「故

ふるさと

郷」で、日本有線大賞新人賞、日本レコード
大賞新人賞を受賞しました。
　公開収録で小曽根さんは「阪神大震災を体験し、東日本
大震災は他人事ではなかった。大槌町では復興に向かうエ
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教育委員会だより

発行 : 大槌町教育委員会　第 66 号　25.  8.  5
岩手県上閉伊郡大槌町小鎚 32 金崎 126　℡  42-6100

     教育行政基本理念

　町づくりは
　　人づくりにあり
　人づくりは
　　教育にあり

【防災教育のねらい】
　郷土の自然・地形を理解するとともに災害について
理解し、防災体制の意義や、災害時の防災に対しての
主体的な判断力と実践力を育成する。

　　○ 自然災害発生のメカニズム
　　○ 自然災害の歴史
　　○ 自然災害のライフラインへの影響
　　○ 災害時における情報収集・活用・伝達
　　○ 学校・家庭・地域での日頃の備え
　　○ 身を守り・生き抜くための技能

【これからの取り組み】
　◇大槌地区実践委員会の開催
　　　広く各界各層からの委員による検討
　◇緊急地震速報システムの設置と活用
　　　システムを活用した初期対応訓練
　◇主体的判断する避難訓練の実施
　　　登下校時を含む避難訓練
　◇津波講演会の実施
　　　地域の実情に応じた講演会

　吉里吉里中学校では、「ふるさと科」につながる取
組として、地区に伝わる虎舞、鹿子踊、大神楽を「必
修科目」として全生徒が、その伝承活動に取り組んで
います。
　取組期間中の週１回の「授業」では、地域の方々や先
輩が、後輩たちに踊りや囃子を熱心に指導しています。
　７月 10 日に行われた発表会では、地域のみなさん
に加えて吉里吉里小学校の５，６年生など 200 人あま
りが鑑賞しました。演技に先立って、各芸能の由来等

　これまで教室の片隅や廊下においた棚を書架代わり
にしていた大槌小・中の校舎に、図書や書架などたく
さんの御支援をもとに待望の図書館ができ、このたび
開館しました。
　図書館は、元の安渡小・赤浜小の職員室に充てられ
ていた部屋で、小・中学生が共同で利用します。
　館内には、いすや机は置かず、カーペットやクッショ
ンでゆったりとくつろいだ雰囲気の中で本の世界を楽
しむことができるよう配慮されています。

　今年度の吹奏楽コンクール沿岸地区大会は７月７日
大船渡市民文化会館（リアスホール）で開催され当町
からは初参加の大槌小と大槌中、吉里吉里中、大槌高
校の４校が出場しました。
　各校とも、日頃の練習の成果を発揮し素晴らしいリ
ズムとハーモニーの演奏を披露し観衆を魅了しました。
　審査の結果、小・中・高３校がそろって県大会への
推薦を受ける快挙を成し遂げました。
　〈大会結果〉
　　小学校部門　大槌小学校　　　銀賞（県推薦）
　　中学校部門　大槌中学校　　　金賞（県推薦）
　　  〃  小編成　吉里吉里中学校　銀賞
　　高校小編成　大槌高等学校　　金賞（県推薦）

　夏の体育学習の楽しみは、プールでの水泳です。町
内の海水浴場での遊泳ができない事もあり、泳ぎをお
ぼえる、泳力をつける機会は学校での水泳学習に頼ら
ざるを得ません。
　現在、大槌小学校にはプール施設がないことから、
吉里吉里小学校、大槌高等学校のプールを借用して水
泳学習を行っています。　
　高校のプールには、水深調節のためのプールフロア
をコースの半分に設置させていただき、低学年でも安
心して水に慣れ親しむことができるようにしています。
　水泳は、小学校の早い時期に身につけなければ後々
チャンスを失います。プールに響く歓声は、まなびの
喜びでもあります。

について地域の方々からの聞き取りによる調査発表が
あり理解を深めました。舞の発表では生徒たちの熱の
こもった演技に、会場から大きな拍手が送られました。
　当日は、下村文科大臣が視察に訪れ、学校と地域が
一体となった取組の今後の充実発展に大きな期待感を
示しました。

　休み時間ともなると、図書袋を手にした子どもたち
が殺到し、まさに、行列のできる図書館です。
　また、図書館では休み時間や放課後に読書ボラン
ティアの皆さんによる読み聞かせが行われており、本
と子どもとの距離をさらに縮めてくれています。

　「ふるさと科」の３本柱の一つである、防災教育のあり方について意見交換する「防災教育の推進に係る打ち合
わせ会が開かれました。会合には、消防・防災関係者、町内会・分館、学校関係者など 24 名が出席し、慶應義塾
大学准教授大木聖子先生講話の後、大槌町の学校教育における防災教育の方向性について話し合いがなされました。

【大木先生の講話から】
　災害は、人と自然現象との関わ
り合いの中でおこる。人間が変わっ
たり社会が強くなったりすること
で、被害を防いだり、小さくした
りすることができる
〈緊急時に陥りやすいバイアス（傾向）〉
　 正常性バイアス
　�　外部からの強烈な刺激に対し「きっと、大丈夫だ

ろう」と思うことで落ち着こうとする。
　 同調バイアス
　�　自分以外に大勢の人がいるとき周りに合わせてし

まう。
　 リアルに想像できない
　�　人は経験していないものに対してなかなかリアリ

ティを持つことができない。

　思い当たる
ことが多々あ
りますね。

的確な判断と主体的な行動をめざす

　夏休みもほぼ中間点にさしかかり、宿題の進み具合も気になるところだ
と思いますが、子どもたちは元気に有意義な休みを過ごしているようです。
　各校の２学期始業式は次のとおりです。提出物等を確認させ、実りの
秋に向けてスタートさせたいものです。

ふるさとを明日へ

▶▶▶本と子どもを近づける

吉里中郷土芸能発表会

スマイル図書館開館

防災教育の推進は学校と地域が一体で防災教育の推進は学校と地域が一体で

まなびの内容

吉里小・大高プールで水泳学習

吹奏楽沿岸地区大会 カッパの歓声プールに響く
小・中・高そろって県大会推薦

　大槌小学校
　吉里吉里小学校　　  20日（火）
　吉里吉里中学校

　大槌中学校　　　　  19日（月）

小中学校の２学期始業式

吉里中郷土芸能発表会

スマイル図書館開館
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おめでた・おくやみ（敬称略）
6 月 15 日〜 7 月 15 日分

【出生】
髙清水　夕

ゆ

　吹
ぶき

　（八十雄・新　　　町）
旦　尾　碧

あお

　都
と

　（　純　・大 ケ 口 一）
田　中　　綾

りょう

　　（喜　基・新　　　町）
齊　藤　　雫

しずく

　　（　宏　・沢　　　山）
澤　山　葵

さ

　依
い

　（洋　一・大　　　町）
【婚姻】
　黒　澤　開　人　（赤　浜　三）
　中　村　美由紀　（上　　　町）
　岡　本　太　一　（釜　石　市）
　佐　藤　崇　子　（桜　木　町）
　那　須　和　也　（赤　浜　一）
　小豆嶋　洋　鈴　（赤　浜　一）

【死亡】
山　口　シ　メ　（87・吉里吉里三）   6/19
佐　藤　シ　エ　（83・浪　　　板）   6/21
平　野　邦　彦　（53・浪　　　板）   6/23
里　館　リ　ヤ　（85・港　　　町）   6/25
小　林　ミ　ヤ　（76・沢　　　山）  6/27
佐　藤　康　子　（51・浪　　　板）  7/10
三　浦　ナ　ヲ　（88・上　　　町）  7/11
吉　田　　司　　（71・赤　浜　一）  7/11

　【訂正のお知らせ】
　�　平成 25 年 7 月 5 日発行「広報おおつち　No563」の 1 ページに記載しております、職員募集の欄で、受験資格に誤りがありました。

下記のとおり訂正し、お詫び申し上げます。

（誤）（平成 25 年 3 月 31 日までに高等学校等を卒業見込みの人を含む。）
（正）（平成 26 年 3 月 31 日までに高等学校等を卒業見込みの人を含む。）

第１回「新農業人フェア in いわて」を開催します
　近年、生まれ故郷に戻って就農しようとする U ターン希望者や自然に恵まれた
本県農村に安心で心豊かな生活の実現を求めて、新たに農業にチャレンジする人
が増加しています。
　このような新たな就農や農業参入希望者に、県内の就農・就業、起業などに関
する的確な情報を提供し、円滑な農業担い手の確保・育成、定着促進の推進を目
的に新規就農相談会を開催します。
■開催日時　9 月 7 日（土）　11：00 〜 15：00
■開催場所　いわて県民情報交流センター「アイーナ　８階　804 会議室
　　　　　　〒 020-0045　盛岡市盛岡駅西通 1 丁目 7 − 1
■参加対象者　
◦新規就農を希望している人　◦企業等で農業参入を希望している人
◦農業法人へ就業・研修を希望している人　◦農業体験を希望している人
■相談内容　
　新たな農業を始めるに当たっての情報を提供し、個別の相談に応じます。
■参加経費　入場無料（自由に参加できます）

岩手県農林水産部農業普及技術課普及担当　   ℡ 019-629-5656
　公共社団法人岩手農業公社農業振興部就農支援課　℡ 019-623-9390
　岩手県農業会議総務・経営部　℡ 019-626-9210

食肉や内蔵の生食・加熱不足による食中毒にお気をつけ下さい

　近年増えているカンピロバクターや腸管出血性大腸菌による食中毒は食肉やレ
バーなどの生食や調理における加熱不十分、手指・まな板を通した水や野菜等へ
の 2 次汚染などで発生しています。
　牛、豚、鶏などの食肉やレバーなどの生食は、食中毒のリスクがありますので
中心部まで十分に加熱して食べてください。
　手洗いは調理前、トイレ後はもちろんですが、生野菜、食肉類、魚介類、生卵
およびそれらの調理に使用した器具やふきんに触れた後も行いましょう。また、
生食や魚は野菜など生で食べるものから離し、使用済みまな板やの包丁はできる
だけその都度洗って熱湯消毒しましょう。

岩手県釜石保健所環境衛生課食品衛生担当　 ℡ 0193-25-2702

建築物防災週間について
　8 月 30 日（金）から 9 月 5 日（木）まで、建築防災週間を実施します。
　この週間は、地震、火災、がけ崩れ、等各種災害による人命及び建築物の被害
を防止し、安心して生活ができる空間を確保するため、県民に対し建築物に関す
る防災知識の普及に努めるとともに、防災・維持保全関係法令の周知徹底を図る
ことにより、建築物の防災対策を推進することを目的としています。
　県は、万が一災害が発生した場合、著しい被害の発生するおそれのある、特に
防災上の配慮が強く求められるような建築物を中心に、地元市町村や消防などと
共同で防災査察を実施して、安全管理の状況をチェックし、必要に応じた指導を
行います。
　なお、この週間中、下記の場所において防災相談所を設置し、建築に関する地
震対策地震対策のほか、火災やがけなどの建築物の防災に関する住民のご相談に
お答えいたしますので、是非ご利用ください。
■防災相談所設置期間　8月30日（金）〜9月5日（木）
■会場　沿岸広域振興局土木部（釜石市、大槌町担当）

沿岸広域振興局土木部　℡ 0193-25-2708

　岩手県司法書士会は８月の 1 ヵ月間
を「相続に関する無料相談」実施期間と
設定し、無料相談キャンペーンを行いま
す。
　期間中は、各会員事務所において相続

（手続き）に関する無料相談を行うほか、
フリーダイヤルによる電話相談窓口を設
けます。
■期間　8月1日〜30日までの1ヵ月間
■常設相談場所　県下、会員事務所
　※土日および各会員事務所お盆休み期
　間を除く
■フリーダイヤル　0120-823-815
　※10：00〜13：00
　（土日及び13日〜16日を除く）
■相談内容例
・自宅が、亡くなった祖父の名義のままに
　なっている
・相続人の中に行方不明者がいて話し合
　いができない

岩手県司法書士会事務局
　℡ 019-622-3372

相続に関する
無料相談のお知らせ

町内各地の放射線量についてお知らせします

測定地点 7 月 9 日（火）時点 測定地点 7 月 9 日（火）時点
小鎚小学校仮設団地 0.078 大槌第 5 仮設団地（和野橋下流） 0.073
小鎚仮設団地（佐野屋球場） 0.067 金沢小グランド 0.074
大槌町役場 0.071 桜木町中央公園 0.073
安渡第 2 仮設住宅（旧小学校） 0.074 源水（屋敷前） 0.053
赤浜小学校グラウンド 0.073 大ケ口公園 0.071
吉里吉里中学校仮設団地 0.067 沢山地区（高森団地） 0.069
吉里吉里第 5 仮設団地（駅公園） 0.074 沢山地区（郵便局脇） 0.080
吉里吉里第 2 仮設団地（浪板） 0.092 花輪田定住促進住宅裏 0.055
大槌第 7 仮設団地（大柾橋下流） 0.088 測定地点平均値 0.073

　町内の放射線量測定結果についてお知らせします。結果は下の表のとおりです。なお、国の除染基準は 0.23 毎時マイクロシー
ベルトです。　  町民課　町民生活班　℡ 0193-42–8713

まちのお知らせ

人権相談について
　身のまわりで起きた人権問題（いじめ、
虐待、家庭内暴力、離婚、扶養、相続問
題、近隣関係、セクハラ、借金問題、そ
の他困りごと）について、法務大臣から
委嘱を受けた人権擁護委員が相談に応じ
ます。
■日時　8月20日（火）10：00〜12：00
■会場　大槌町役場 1 階　相談室 2

町民課町民生活班　℡ 0193-42-8713

行政相談について
　行政相談委員が相談に応じます。
■日時　8月20日（火）10：00〜12：00
■会場　大槌町役場 1 階　相談室 1
■相談委員　若生　晃さん

総務課総務班　℡ 0193-42-8710

　岩手弁護士会では、下記のとおり無料
法律相談会を開催します。
■相談日　8 月 6 日（火）、8 月 21 日（水）
■時間　10：00 〜 15：00
■会場　釜石市消費生活センター
※事前予約制となります。下記問い合わ
せ先で予約して下さい。

釜石市消費生活センター（釜石市只
越町 3-9-13 釜石市役所第 1 庁舎内）
℡ 0193-22-2701

無料法律相談について

　東北財務局盛岡財務事務所では、自ら
の収入で返済しきれないほどの借金を抱
え、お悩みの人からの相談に応じていま
す。相談は秘密厳守、無料です。
■相談専用電話　℡ 019-622-1637
■受付　月〜金曜日（祝日、年末年始を除く）

■所在地　盛岡市内丸 7-25
東北財務局盛岡財務事務所理財課

　℡ 019-625-3353

多重債務相談窓口を開設します

　税関では戦後、海外から引き揚げてこ
られた人からお預かり致しました、約
87 万件の下記のような未返還の保管証
券類をお返ししています。
■返還対象
・終戦後、海外から引き揚げて来られた
人が、上陸地の税関・海運局に預けられ
た通貨・証券。
・帰国前に樺太（真岡、大泊、豊栄、留
多加）、満州（瀋陽、吉林、撫順、鞍山など）
にあった在外公館、日本自治会に預けら
れた通貨・証券等のうち日本に返還され
たもの。
　返還の請求はご本人だけでなくご家族
の方々でも構いません。お気軽に最寄の
税関までお問い合わせください。

大船渡税関支署釜石出張所
　 ℡ 0193-22-3010

戦後海外から引き揚げてこ
られた人へ

　不安で眠れない、眠りが浅い、いらい
らして落ち着かない、考えがまとまらな
い、何も手につかない、調子がよくない、
なかなか元気にならない、お酒の飲み過
ぎで自分や家族が悩んでいるなどの悩み
が震災以後、続いている場合ご相談くだ
さい。専門スタッフが相談に応じます。
■日時　毎週金曜日　14：00 〜 16：00
※予約受付時間は平日 9：30 〜 15：30

釜石地域こころのケアセンター
　℡ 0193-25-1822

震災ストレス相談

　個人債務者向けの二重ローン相談会を
開催します
■日時　8月29日（木）10：00〜15：00
■場所　大槌町役場 1 階　相談室 1

個人版私的整理ガイドライン運営委
員会　℡ 019-606-3622

二重ローン個別相談会

　法務局では、被災した人から、不動産
や会社などの登記に関する相談をお受け
する。フリーダイヤルを設置しておりま
す。お気軽にご相談ください。
■受付時間　8：30 〜 17：15
　（土日祝日を除く）
■相談内容例
・相談に関する登記手続きは、どうすれ
　ばいいの ?
・被災建物の代替建物を取得した際の登
　記はどうなるの ?
・会社の役員変更の手続きはどうすれば
　いいの ?
・土地や建物の権利書を紛失してしまっ
　たけど ?

フリーダイヤル　 ℡0120-227-746

登記相談のフリーダイヤルを
設置しました

　補聴器による補聴器相談会を開催しま
す。内容は補聴器の装置指導、修理、点
検等の相談となっています。
■日時　毎月第3火曜日　9：40〜13：30
■会場　シーサイドタウンマスト　
　　　　2 階マストホール

岩手リオン補聴器センター宮古店　
　  ℡ 0193-63-5133

補聴器業者による補聴器相談会

みんなで歌って楽しむ交わり会

　三択クイズに回答し、素敵なプレゼン
トをゲットし、楽しいひと時を、お過ご
しください。
■日時　8月 17日（土）13：00〜 15：00
■会場　大槌ジョイフルハウス
　　　　（大ケ口保育園斜め前）
■参加費　無料
■対象　どなたでも参加可能
■主催　釜石 AG 支援センター

担当・八巻（ヤマキ）
　 ℡ 080-1226-9355
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。
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。
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